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Ⅰ 学校運営基本方針

山形県歯科医師会立歯科衛生士養成校として、「歯科衛生士養成所指定規則」並び

に本校「学則」に則り、地域歯科医療を担う、心豊かな人間性と知識とに裏付けられ

た専門職の育成に努めます。また、長期的視野から、歯科衛生士の社会的認知度の向

上を図りつつ、教育活動のさらなる充実をめざして、適切に学校評価を実施すること

で学校運営の改善を図ってまいります。

Ⅱ 重点目標

（１）充実した学習活動の展開

（２）学校の将来構想に係る検討の推進

（３）就職・国家試験対策等進路指導の充実

（４）学校生活の充実と心身の健康管理

（５）学校環境の整備と安全教育の推進

（６）関係諸団体・地域社会との連携の推進

（７）健全な財務会計の処理

（８）学校情報の適切な提供と学校運営の公開

Ⅲ 平成３０年度 学校自己評価について

１ 基本的な考え方

本校では、平成２８年度から学校評価事業を開始いたしました。初年度は自己評価

の基本姿勢として、本校の学校運営全般にわたり。学生・保護者・講師・臨床実習施

設長・山形県歯科医師会理事等の関係する当事者がとらえる本校の状況について、意

識調査を実施し分析することを基礎におきました。意識調査は、上記Ⅱ重点目標を評

価項目としてとらえ、それぞれに関連する質問を作成して実施しました。そして、そ

れらの結果を総合的に分析し、各目標の達成度を学校自己評価の指標といたしました。

昨年度からは、第二段階として、よりよい自己評価をめざして、文部科学省「専修

学校における学校評価ガイドライン」を参考として評価項目を改良、拡充を行いまし

た。また、初年度から継続的に意識調査を実施し、過年度比較等を含めて当該年度の

状況分析をするなど、可能な限り精度の向上に努めております。

今後ともこの学校自己評価の結果を基礎におき、さらなる教育の質向上を図ってま

いります。

２ 対象期間

平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日
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３ 実施方法

（１）学校内に設置している「校内評価委員会」の構成員と同会事務局であるすべての

教職員、計１２名により評価を行いました。

なお、同委員会の構成は以下の通りです。

◎ 委員長 校長、 ○ 副委員長 副校長

委 員 歯科衛生士科長、同副科長（２名）、事務長、教務主任 （計７名）

（２）評価は「専修学校における学校評価ガイドライン」を参考に行っています。

（３）評価は、年度一回２月に実施します。

（４）評価結果の公開は、本報告書、必要に応じてアンケート調査結果等諸資料を学校

ＨＰに掲載することにより行います。

４ 自己評価の項目

自己評価は、以下の１０項目について実施します。

１） 教育理念・目標

２） 学校運営

３） 教育活動

４） 学修成果

５） 学生支援

６） 教育環境

７） 学生の受け入れ募集

８） 財務

９） 法令等の遵守

10） 社会貢献・地域貢献

５ 評価項目に対する評価

評価は４～１の得点制とし、基準は以下の通りです。

＜適切－４点、ほぼ適切－３点、やや不適切－２点、不適切－１点＞

次頁以降に、各小項目毎の１２名の評価平均値を記載し、総合得点とします。

なお、点数の文字色は、 青 （３．８～４．０）・・・「良い」

黒 （３．５～３．７）・・・「まあまあ良い」

ﾋﾟﾝｸ（３．０～３．４）・・・「要注意」

赤 （２．９以下） ・・・「改善必要」 を示します。
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Ⅳ 自己評価に向けた調査

［評価項目１］教育理念・目標

（１）評価得点

評 価 項 目 得 点

Ａ 学校の理念・目的・育成人材像は定められているか。 ４．０

Ｂ 学校における職業教育の特色は何か。 ４．０

Ｃ 社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか。 ３．６

Ｄ 学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者 ３．２

等に周知されているか。

Ｅ 学科の教育目標、育成人材像は、学科に対応する業界にニーズに向け ３．６
て方向づけられているか。

（２）今年度の主な取組並びに成果

① 教育課程編成委員会を年２回開催し、本校教育の理念や目標をより明確にすると

ともに、新しい学則や教育課程の運用状況、その他諸問題について検討・協議した。

また、それらを本校教育運営委員会等に報告しさらに検討を加えることができた。

（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｅ）

② 文部科学大臣「職業実践専門課程」認定に向け、申請書を作成し提出した。

（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｅ）

③ 教育理念・育成すべき人材像（ 「ディプロマポリシー」 ）について検討し、校

内案として示すことができた。また、「アドミッションポリシー」と「カリキュラ

ムポリシー」も参考として策定した。（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｅ）

④ 新教育課程において、第１学年から臨床に近い知識・技術の習得が可能になった。

（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）

⑤ 学校ＨＰを全面リニューアル・スマホ対応にすることができ、各種学校情報につ

いて、ＨＰ上に公開することができた。（Ｄ）

⑥ 県歯科医師会員に学校要覧を配付し、学校への理解を高めた。（Ｄ）
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（３）来年度の課題

① 明確化してきた基本理念・目標等を継続的に達成させていくためには、入学者定

員確保を中心に経営基盤の安定化が必要である。（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｅ）

② 歯科医療の高度化や、超高齢社会における多職種連携の重要さなど、近未来社会

への対応を模索していく必要がある。（Ａ・Ｃ）

③ 学校の理念・特色・将来構想等について、保護者への周知方法を工夫して理解を

深め、さらに協力体制の強化を図る。学校要覧の利活用を検討する。（Ｄ）

④ 新教育課程対象学年（現１年）の学修状況について今後も検証していく。（Ｅ）

［評価項目２］学校運営

（１）評価得点

評 価 項 目 得 点

Ａ 目標等に沿った運営方針が策定されているか。 ３．９

Ｂ 運営方針に沿った事業計画が策定されているか。 ３．９

Ｃ 運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、有 ３．９
効に機能しているか。

Ｄ 人事、給与に関する規程等は整備されているか。 ３．３

Ｅ 教務･財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか。 ３．４

Ｆ 業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されている ３．５

か。

Ｇ 教育活動等に関する情報公開が適切になされているか。 ３．８
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Ｈ 情報システム化等による業務の効率化が図られているか。 ３．０

（２）今年度の主な取組並びに成果

① 学校評価事業は３年目を迎えたが、関係諸規定を適切に運用して円滑に実施する

ことができた。昨年度あげられた課題については各段階で検討し、改善に向けて努

力した。（Ａ・Ｂ・Ｃ）

② 教育課程編成委員会で検討したことが学校運営改善に反映し、実質の伴った会議

運営ができている。（Ａ・Ｂ・Ｃ）

③ 学校図書室運営検討委員会を年２回開催し、学習環境改善や図書の整理･整備、Ｐ

Ｃ環境の整備等について協議した。それを基に学習センターとして機能が充実し、

利用学生が増大した。（Ａ・Ｂ・Ｃ）

④ 教育運営委員会は学校運営の統括会議としての機能を果たした。また、山形県歯

科医師会理事会（以下、「形歯理事会」という。）への報告や提案、理事会からの指

導助言等が適切に行われ、さらには、「広報」担当等との連携も進み、協働での活

動の場面が増えたことは大きな前進と言える。（Ａ・Ｂ・Ｃ）

⑤ 学校ＨＰを全面改良・スマホ対応としたこと、またこれまでの専用ブログに加え

てインスタグラムの更新が頻繁に行われ、各種学校情報や特色等の広報を様々な形

で行うことができた。（Ｇ）

⑥ 諸規定を整備し、学校要覧や学校ＨＰで公表した。（Ｆ・Ｇ）

（３）来年度の課題

① 教務研修規定は、目的や問題点を共有する基本的な学びに繋がり、今後も計画的

に実施されていくように期待している。（Ｅ）

② データ集計と資料文書作成の連動機能が充分ではなく、業務上の負担を生むとき

がある。（Ｈ）

③ 時間割作成のシステム化を進める必要がある。（Ｈ）

④ 就業規則の勤務時間の割り振りが学校の教育活動等と不整合の部分があり、調整

が必要である。（Ｃ・Ｄ）
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［評価項目３］教育活動

（１）評価得点

評 価 項 目 得 点

Ａ 教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されている ３．８

か。

Ｂ 教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対 ３．５
応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか。

Ｃ カリキュラムは体系的に編成されているか。 ３．８

Ｄ キャリア教育や実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育 ３．５

方法の工夫や開発などが実施されているか。

Ｅ 関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携によりカリキュラ ３．８
ムの作成や見直し等が行われているか。

Ｆ 関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシッ ３．７

プ、実技･実習等）が体系的に位置づけられているか。

Ｇ 授業評価の実施・評価体制はあるか。 ３．６

Ｈ 職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか。 ３．８

Ｉ 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか。 ３．７

Ｊ 資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づ ３．７

けはあるか。

Ｋ 人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員 ３．１
を確保しているか。

Ｌ 関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含 ３．３

む）を確保するなどマネジメントが行われているか。

Ｍ 関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員 ３．５

の指導力育成など資質向上のための取組が行われ ているか。
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Ｎ 職員の能力開発のための研修等が行われているか。 ３．４

（２）今年度の主な取組並びに成果

① 今年度、新しい学則と教育課程の運用が開始されたが、概ね良好な状況で推移し

ている。（Ａ・Ｃ）

② 臨床実習の実施に係り、各学年の段階に応じながら、指導者と実習者の意思疎通

を基本に据えた評価法に変更し、指導の精度向上をめざした。また、本校職員がす

べての実習先を訪問し、実習指導者（歯科医師・歯科衛生士）との意見交換等を行

ったことは大変有意義であった。（Ｄ・Ｅ・Ｆ）

③ 臨地実習においては、ライフステージに応じたそれぞれの施設・学校での実習は

大変充実している。（Ｄ・Ｅ・Ｆ）

④ 第３学年「テーマ研究」発表会について、昨年度に引き続き公開授業とし、多く

の参観者を得て、内容の濃い学習の場となった。（Ｄ・Ｈ）

⑤ 学校間教育連携について、東北文教大学短期大学部学生と年２回の相互交流を行

い、大変意義のある学習を展開することができた。また、今年度は新たに山形美容

専門学校と連携協定を締結し、年３回の相互交流を行った。同校とはこれまでも長

く交流の実績はあったが、さらにその内容の充実を図った。（Ｇ・Ｅ・Ｆ）

⑥ 今年度、初めて授業評価を試行した。学生については「授業アンケート」とし、

またその結果を受けて、指導者には「授業状況総括表」として回答を依頼し、状況

把握に努めた。指導者自身の総括にも有益であったと思われる。また、それぞれそ

の集約結果については関係諸会議に数値データの報告を行った。（Ｇ）

⑦ 特別な配慮が必要な学生に対し、学則等に則り迅速に対応することができた。（Ｉ）

⑧ 教職員研修は、「教務研修規定」に則り行っている。（Ｍ・Ｎ）

（３）来年度の課題

① ３年生後期において、臨地実習日程と「テーマ研究」発表準備、加えて国試対策

の学習等が重なることで、加重負担の状況と思われる学生が生まれており、日程設

定に工夫が必要である。（Ｂ・Ｄ・Ｊ）

② 歯科衛生の専門性確保とともに、多職種連携に対応できる知識や技術を修得し、
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姿勢や意欲を培うため、大学や専門学校との連携交流をさらに推進していく。

（Ｄ・Ｅ・Ｆ）

③ 授業評価の分析の精度向上をめざす。（Ｇ）

④ 学習成績の状況について、ＧＰＡ等の客観性の高い指標も用いながら正確に指し

示す工夫をし、学生の指導を強化する。、さらに保護者にその状況について早期に

伝達するしくみを作り、協力体制を確かなものとする。（Ｉ）

⑤ 講師や実習指導者の選定にあたり、もう少し精度の高い評価が必要と思われる。

また、今後に向けて教務の採用にあたっても、人材確保に工夫が必要ではないかと

思われる。（Ｋ・Ｌ）

⑥ 教員の能力や指導力向上に向け、校内相互研修を含めて、各種研修を充実させる。

また、それに係る費用負担についてもさらに検討が必要である。（Ｍ・Ｎ）

［評価項目４］学修成果

（１）評価得点

評 価 項 目 得 点

Ａ 就職率の向上が図られているか。 ４．０

Ｂ 資格取得率の向上が図られているか。 ３．５

Ｃ 退学率の低減が図られているか。 ３．２

Ｄ 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか。 ３．１

Ｅ 卒業後のキャリア形成への効果を把握し、学校の教育活動の改善に活 ３．１

用しているか。

（２）今年度の主な取組並びに成果

① 国家試験の全員合格、資格取得１００％を目指し、思いを同じくして学校全体で
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指導に当たっている。学力分析会を重ねることで情報共有が図られ、有効な具体策

の検討に繋がっている。（Ａ・Ｂ）

② 特別な配慮や指導が必要な学生に対し、教務、学校全体で細やかにサポートを行

う体制ができている。（Ｃ）

（３）来年度の課題

① 歯科衛生士としての意識向上と、専門職の自覚をうながす教育を強化する。

（Ｂ・Ｃ）

② 国試対策のスタート時期を早期に。全員合格を達成する学校全体のサポート体制

をさらに強化する。（Ｂ）

③ 個別面談や保護者面談を繰り返し、さらには学校カウンセリングを適宜実施する

ことも含め、学校と家庭の連携を密にして可能な限り丁寧な指導を行い、不適応等

による退学者を低減する。（Ｃ）

④ 卒業後１年以内の離職率を減らすために、卒業直前期におけるセミナー開催等の

工夫が必要と思われる。（Ｄ）

⑤ 卒業生の社会的活躍が充分把握できておらず、一定期間経過した後にアンケート

調査を実施するなどの方策が必要である。また、それを知ることで在籍学生の指導

にも反映できるのではないか。（Ｄ・Ｅ）

⑥ 在宅の資格所有者に対する復職支援研修会の内容や設定について、県歯科医師会、

県歯科衛生士会や本校同窓会と連携し、さらに工夫していく。（Ｄ）

⑦ 高齢者歯科診療需要の増大に対応する研修や広報を充実させる。（Ｄ・Ｅ）

［評価項目５］学生支援

（１）評価得点

評 価 項 目 得 点

Ａ 進路や就職に関する支援体制は整備されているか。 ３．８

Ｂ 学生相談に関する体制は整備されているか。 ３．８
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Ｃ 学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。 ３．８

Ｄ 学生の健康管理を担う組織体制はあるか。 ３．３

Ｅ 課外活動に対する支援体制は整備されているか。 ３．３

Ｆ 学生の生活環境への支援は行われているか。 ３．３

Ｇ 保護者と適切に連携しているか。 ３．６

Ｈ 卒業生への支援体制はあるか。 ３．７

Ｉ 社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか。 ３．７

Ｊ 高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組 ３．４
が行われているか。

（２）今年度の主な取組並びに成果

① 各学年段階に応じた担任教務との個別面談や保護者面談、進路選択・決定期にお

いては教務主任面談を繰り返し、可能な限り支援体制を充実させた。（Ａ・Ｇ）

② 学校カウンセラーによる教育相談が順調に行われ、概ね目的を達成できたと思わ

れる。また、担任教務や教務主任との面談も有効であった。（Ｂ）

③ 今年度より本校独自の修学支援事業を開始し、「特待生制度」と「奨学生制度」

の二つについて円滑に運用することができた。また、その効果として、学ぶ意欲の

ある学生が増えてきている。今後さらに、地域に貢献することの意義を浸透させて

いくことが大切である。（Ｃ）

④ 厚生労働省「専門実践教育訓練給付」講座指定校として、順調に当該事務を遂行

した。（Ｃ・Ｉ）

⑤ 夏季休暇期間中に１年生の母校訪問を行っているが、高校の担当教諭からの返信

としてとても丁寧で前向きな言葉がたくさん届き、大変有意義な取り組みであると

思われ、今後もさらに充実させていきたい。（Ａ・Ｂ・Ｊ）
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（３）来年度の課題

① 本校独自の修学支援事業のうち、「奨学生制度」の定員を充足させる。（Ｃ）

② 次年度は社会人の入学予定者が複数名となっているが、今後さらに増員を目指し、

厚生労働省「専門実践教育訓練給付」制度を有効活用できるようにする。（Ｃ・Ｉ）

③ 現在検討がなされている「高等教育段階の教育費負担軽減新制度」に係って、専

門学校としての機関要件の確認申請に向けて準備を進める。（Ｃ・Ｉ）

④ 学生の健康管理は教務全体で担っているが、担当者の割り当て等体制を整備して

いく。また、保健室の機能整備が必要ではないかと思われる。（Ｄ）

⑤ 学校の特質上、課外活動を推奨することはなかなか困難な面があるが、県や地域

のイベント等に対応することで社会性の涵養に努めていく。（Ｅ）

⑥ 保護者との適切な応接を学ぶ研修会が必要ではないか。（Ｇ）

⑦ 卒業生との窓口ツールとして、学校ＨＰの利用ができないか検討する。（Ｈ）

［評価項目６］教育環境

（１）評価得点

評 価 項 目 得 点

Ａ 施設･設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されている ３．３

か。

Ｂ 学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教 ３．２
育体制を整備しているか。

Ｃ 防災に対する体制は整備されているか。 ３．６

（２）今年度の主な取組並びに成果

① 学校図書室運営検討委員会が常設となり、年２回開催された。外部委員２名を含

め、施設整備や図書の整理・拡充、利用促進等について協議することができた。（Ａ）
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② 学校図書室の学習環境が整備され、大変利用しやすくなった。（Ａ）

③ すべての臨床実習施設を訪問し、院内見学や各指導者との面談を行い、よりよい

教育体制構築に向けて共通理解を図ることができた。（Ｂ）

④ 山形市の担当者による防災講話を開催し、意識の喚起を図った。（Ｃ）

（３）来年度の課題

① 学生対象の緊急連絡システムが未構築であり、来年度には早期に対応しなければ

ならない。（Ａ）

② ４Ｆ実験室の机と椅子等の学習環境について、整備改善が必要である。（Ａ）

③ 学生の海外研修を選択肢に入れ、検討することが必要ではないか。（Ｂ）

④ 記録可能な防犯カメラ等の設置を早急に検討し、予算化する。（Ｃ）

⑤ 防災用品（毛布・食品）の保管について、職員全員で定期的に点検する。（Ｃ）

［評価項目７］学生の受け入れ募集

（１）評価得点

評 価 項 目 得 点

Ａ 学生募集活動は適正に行われているか。 ３．８

Ｂ 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか。 ３．８

Ｃ 学納金は妥当なものとなっているか。 ３．８

（２）今年度の主な取組並びに成果

① 次年度以降に向けて、募集定員や募集対象、また入選の日程等を改善した。（Ａ）
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② 学校ＨＰを全面改良・スマホ対応としたこと、またこれまでの専用ブログに加え

てインスタグラムの更新が頻繁に行われ、各種学校情報や特色等の広報を様々な形

で行うことができた。（Ａ・Ｂ）

③ 形歯理事会の広報部門との連携により、テレビＣＭの制作･放映を行うことができ、

歯科衛生士職の大切さや本校の教育内容の広報に役立てることができた。（Ａ・Ｂ）

④ 今年度開始した本校独自の修学支援事業の広報について、高校訪問や進学ガイダ

ンス、オープンキャンパス、学校ＨＰ等各方面で行った。（Ａ・Ｂ）

⑤ 日本歯科医師会事業である映画『笑顔の向こうに』について、形歯理事会との連

携のもと、ＪＲ各駅で本校に関連した形で広報活動を行った。（Ａ・Ｂ）

⑥ 昨年度に引き続き、山形駅東西通路のデジタルサインボードでの広報を行って好

評を得た。（Ａ・Ｂ）

（３）来年度の課題

① 高校訪問、各会場での進学ガイダンス、中学校への出前授業、メディア等により、

歯科衛生士の仕事について、さらに理解の浸透を図る必要がある。（Ａ・Ｂ）

② 山形県歯科医師会の広報事業との連携をさらに強化する。（Ａ・Ｂ）

③ 入学者への聞き取りを行い、本校選択のきっかけや参考媒体、紹介者等について

広範に調査する。（Ａ・Ｂ）

［評価項目８］財務

（１）評価得点

評 価 項 目 得 点

Ａ 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか。 ３．１

Ｂ 予算・収支計画は有効且つ妥当なものとなっているか。 ３．２

Ｃ 財務について会計監査が適正に行われているか。 ３．８
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Ｄ 財務情報の公開の体制整備はできているか。 ３．３

（２）今年度の主な取組並びに成果

① 予算の執行や財務管理は適切に行われた。（Ｂ・Ｃ・Ｄ）

② 本校独自の修学支援制度を開始したが、手続きや事務処理等円滑に行うことがで

きた。（Ｂ）

③ 学校ＨＰ上に財務状況の概略を公開し、客観性を担保した。（Ｄ）

（３）来年度の課題

① 厚生労働省「専門実践教育訓練給付」制度を有効活用できること、また、現在検

討がなされている「高等教育段階の教育費負担軽減新制度」の機関確認を行い、社

会人や低所得者層の入学希望者を増員する。（Ａ）

② 学校の魅力を広報するとともに本校独自の修学支援制度の周知を徹底し、入学希

望者確保に役立てる。（Ａ）

③ 定員充足が最も大きな課題であるが、一方で、適切に予算を削減することととも

に、日常的に経費節減を心がけ、安定的で継続性のある経営をめざすことが必要で

ある。（Ａ・Ｂ）

［評価項目９］法令等の遵守

（１）評価得点

評 価 項 目 得 点

Ａ 法令・専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか。 ３．９

Ｂ 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか。 ３．９

Ｃ 自己評価の実施と問題点の改善を行っているか。 ３．９
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Ｄ 自己評価結果を公開しているか。 ３．９

（２）今年度の主な取組並びに成果

① 県庁所管課の指導を仰ぎ、文部科学大臣「職業実践専門課程」の認可申請を行う

ことができた。（Ａ）

② 学校評価事業開始３年目を迎えているが、昨年度の評価結果についても県庁所管

課２課と形歯理事会に報告をした。また、その総括を通して学校の運営改善に大き

く役立てることができた。さらに、自己評価や学校関係者評価の実施は、関係者の

意識を高めるとともに、それを公開することにより、社会的な信頼獲得が図られて

いると感じている。（Ａ・Ｃ・Ｄ）

③ 教育課程編成委員会と学校図書室運営検討委員会を常設委員会とし、それぞれ委

員委嘱した外部有識者の意見を学校運営に反映させることができた。（Ａ・Ｃ）

④ 学校ＨＰ上に「情報公開」欄を設け、文部科学省が示すガイドラインに従い学校

情報を公開した。（Ａ・Ｃ）

⑤ 「個人情報保護方針」を学校ＨＰ上に公開している。（Ｂ）

⑥ ＳＮＳを含めスマホ使用時の情報管理等について、学生に適宜指導した。（Ｂ）

（３）来年度の課題

① 現在検討がなされている「高等教育段階の教育費負担軽減新制度」に係って、専

門学校としての機関要件の確認申請に向けて準備を進める。（Ａ）

② 公開した情報を保護者や一般に広く周知する方策を検討する。（Ｄ）
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［評価項目 10］社会貢献・地域貢献

（１）評価得点

評 価 項 目 得 点

Ａ 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っている ３．６

か。

Ｂ 学生のボランティア活動を奨励や支援をしているか。 ３．８

Ｃ 地域に対する公開講座や教育訓練（公共職業訓練等含）の受託等を積 ３．４

極的に実施しているか。

（２）今年度の主な取組並びに成果

① 昨年度に引き続き第３学年「テーマ研究」発表会を公開授業とし、歯科医療への

関心向上の一助とした。（Ａ・Ｃ）

② 学校周辺の地域清掃ボランティアを年２回（７月・１２月）に実施した。（Ｂ）

③ １学年の地域ボランティア（夏季休業中）や歯科医療関連の各種ボランティアへ

の参加を奨励し、社会参加を促した。（Ｂ）

④ 山形を代表する祭り「花笠」パレードへの参加とともに、東北地区「絆まつり」

や山形市「祭りだワッショイ！」へ「花笠踊り」代表団体として参加し、活躍した。

（Ａ・Ｂ）

（３）来年度の課題

① 「歯科専祭」（学校祭）の内容を改善し、地域住民との交流イベント等を企画し、

地域密着型の学校行事とする。（Ａ・Ｃ）

② 第３学年「テーマ研究」発表会の公開を継続し、本校の主要な行事として位置づ

け、高校生や一般参加者の増大をめざす。（Ａ）


